
事業概要 【マイナンバーカードの空き領域を活用したタクシー運賃助成事業】

自治体名 栃木県宇都宮市 人口 511,852人 事業費 53,062千円

事業概要

高齢者のさらなる外出を促進し，社会参加や生きがいづくりを一層推進するとともに，運転に不安を抱える高齢
者の運転免許証の自主返納を促進するため，公共交通等を安心して利用できる環境を整備するにあたり，利用
者の利便性向上や利用状況の適切な管理を図る観点から，マイナンバーカードの空き領域を活用したタクシー利
用の仕組みを導入するもの。

具体

サービス・

実装に向

けた取組

【マイナンバーカードの空き領域を活用したタクシー運賃助成】

・ 本市の高齢者外出支援事業もしくは，本市の（仮称）

高齢者運転免許証自主返納促進事業を事前に申請し

た，高齢者の方がタクシーを活用して外出する際に利用す

ることができる。

・ 乗車時にマイナンバーをかざして決済することで，運賃の

助成を受けることができる。

【実装に向けた取組】

・ 決済端末導入

・ カードアプリ搭載システム構築・運用 等

主なKPI・

推進体制

【アウトプット指標（活動指標）】

①タクシー助成申請者数（高齢者の外出支援の促進）

②タクシー助成申請者数（高齢者の運転免許証の自主返

納の促進）

【アウトカム指標（成果指標）】

①80歳以上の申請者数（高齢者の外出支援の促進）

②申請者の満足度（高齢者の運転免許証の自主返納の促

進）

【庁内外の事業推進体制】

※公表資料として作成すること

※出典：福島市

【マイナンバーカードの空き領域を活用したタクシー運賃
助成】

【事業概要】

「運賃助成」等単語が反復して使われており、サービスがわかりにくい印象を受けます。

「●●の目的のための運賃助成をするにあたって、利用者が～（デジタルサービスを導入する理由）～

するよう、マイナンバーカードの空き領域を活用した～や、地域連携ICカードを活用した～仕組みを導

入するもの」のように、目的や手段がわかりやすいよう整理して記載願います。

【KPI】

実施計画（Excel）の修正に合わせて修正願います。

【重要】サービス②バス・LRT（ライトライン）・地域内交通の運賃助成

本交付金は、既存事業（地方公共団体の単費等により、当該団体で既に実装し
ているサービス）の機能追加（サービスの種類や対象の拡大）については、いずれも
新規サービスと同等の拡充があることを条件に認められ、新規サービスと同等の拡充
がない場合は対象事業として認められません。

サービス②では、既にtotraの環境は整備されており、対象も70歳以上と変化がない。
利用者目線では、デジタルサービスは変わっておらず、単に免許を返納すれば更に
10,000円交付されるに過ぎないことから、新規サービスと同等とは言えません。

以上のことから、サービス②は対象外事業となります。

サービス②に関わる部分は、事業概要・具体サービス・主なKPIから削除願います。
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